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■「日本と原発 4 年後」上映会 報告■ 
 

    

２０１４年に作られた｢日本と原発 私たちは原発で幸せですか？｣

の改訂版、｢日本と原発 ４年後｣が２０１５年におなじ弁護士・河合

弘之さんの監督により制作されました。改訂版ですから前の版にえが

かれた部分も含まれていますが、描写が簡潔になっています。 

例えば大地震の３月１１日、浪江町請戸地区、津波に巻き込まれた

家や車の中に押し込められた人を救助に向かった消防団は、物をたた

く音やクラクションを聞いた。メンバーは「明日一番に道具持ってく

っから、がんばれよ」と、声をかけて引き上げた。翌 12 日の朝、福

島原発が事故を予測して、１０ｋｍ圏内の請戸の人に全員避難の命令

が下った。このため消防団は約束した救助に行けず、「何人かは確実

に助かっているはずなんです、申し訳なくて・・」と話す。 

またある農家の婦人は、「長年かけて山に行って落ち葉を集めて田

んぼに入れ、田んぼで牛を飼ってくそさせて土を作ってきた。その土の一番いいところを、ご先祖の

汗の結晶を剥いでフレコンパックに詰めて積んである。田んぼを見るたびに涙が出るよ」と、悔しそ

うに語る。 

原子力ムラの持ちつ持たれつ構造も分かりやすく解説。原発を作るために多くの企業が関わり、

その費用を銀行団が用意し、原発は安全だと新聞やテレビに広告を打つ。安全神話のために学者先

生に研究費を用意する。監督権限のある通産官僚は天下り先を確保する。 （次ページへつづく☞） 
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２日間で３００人を超える方々に観ていただき、多くの方から「とても良かった」という声が聞かれました。 
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新しい話題も豊富です。高浜原発差止仮処分、元東電役員の強制起訴などの司法の問題です。これ

は国民の多くが原発に反対して、各地でデモや集会や街頭でのビラまきなどで意思を表明している

ことが司法にも影響を与えています。被曝による甲状腺ガンなど健康への影響、それに近藤駿介氏、

木元教子氏ら原発推進派の言い分等も取り上げられています。彼らの発言からは、何故推進したい

かが私には理解不能でした。テロや他国からの攻撃に弱い原発、これでアメリカと一緒に戦争をし

たら、と思うと身震いしてしまう。この問題は 8 月 10 日東京新聞「こちら特報部」で詳しく論じ

ているので参照してください。 

原発が及ぼす影響、多岐にわたる問題を、２時間１８分で理解できるこの映画は、何度でも見る価

値があります。 

■浜岡
はまおか

原発は大丈夫か？■    副理事長・イベント企画チーム 田中 哲男 

 今年４月に始まった熊本地震は、震度７を２回、震度６強を２回と数える大きな地震であった。

10 万戸近い家屋が被害を受け交通網は遮断され、水道は断水、電気は停電し、ガス漏れも発生する

事態だった。もしもこの時に、現在稼働している川内原発で放射能を大量に漏らすような事故があ

ったらどうなったか考えてみよう。原発事故が起きると 5～30㎞圏は屋内退避が基本となる。電気

が止まり、水が止まり、炎天下の中、屋内退避が出来るだろうか？家が壊れ、屋内退避する事が出来

ない多くの人々は交通網が遮断された中、被ばくから身を守る手段はあるのか？ 

 これは、遠くの話だったが、明日は我が身かもしれない。緊急時迅速放射能影響予測ネットワーク

システム（通称：SPEEDI）によると、浜岡原発が事故を起こすと 6 時間ほどで川崎の放射能汚染

が始まる。それを止めることが出来るのは、事故が起こってしまう前の段階でしかない。それまでの

時間は、どの位残っているのか分からないが、今やらなければならない事はあると思います。 

 事故が起きる前に何ができるのか、一緒に学ぶ機会を準備しています。 

理事 川口 洋一 
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◉第１回  日時：8月 28 日（日曜日）18：00～20：30 

場所：中原市民館 第 3 会議室（武蔵小杉駅近く） 定員 24 名 

講師：さくら共同法律事務所 弁護士 甫守（ほもり）一樹さん   

学習会：原発訴訟の基礎講座  ※参加希望者は事前にメール申し込み必要！ 

 

◉第２回  日時：9月 11 日（日曜日）14：00～16：30 

場所：産業振興会館 第 6 会議室（ラゾーナ裏） 定員 32 名 

講師：浜岡原発永久停止裁判・静岡県の会 事務局 落合 勝二さん 

学習会：浜岡原発の危険性、神奈川・川崎との関係について 

                 ※参加希望者は事前にメール申し込み必要！ 

◉第３回  日時：10月 20 日（木曜日）10：30～ 

場所：東京高等裁判所 101 号大法廷 

内容：浜岡原発訴訟 口頭弁論 傍聴 
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フリーマーケット（出店料無料！）も大募集中 

■9/24「おひさまフェス×星空上映会 in かわさき」■ 

～ 3.11 から、つながる！～ 

第２回おひさまフェス×星空上映会 in かわさきを

成功させよう！と準備をすすめています。今年のタイ

トルには ～ｆｉｖｅ ｙｅａｒｓ ａｆｔｅｒ 3.11～ とついて

います。「震災からの復興に心を寄せ、再生可能エネ

ルギーへの関心を高める」ことを目指しています。 

出店ブースは昨年の 32店舗から 37店舗（8月4

日現在）に増え、ますます活気ある楽しいイベントに

なりそうです。 

 

そのなかで新しい出会いがありました。こどもの広

場ブースに出てくださる「マジカルポップン」という

グループです。フェイスペインティングでの出店をさ

れるのですが、このグループは 3.11 津波遺児へのチ

ャリティー活動を続けている皆さんです。「山の上の

幼稚園に行っていて幼児たちは助かったのだけれど、

家族が津波に流されてしまった子ども達を支援して

います。子ども達が成人するまで続けたいと思ってい

ます。」と話してくださいました。 

音楽ステージに出演する「宿河原華匠舞太鼓と仲間

たち」は復興支援活動を地道につづけており、2012

年から陸前高田を毎年訪問し交流を深めています。今

年も8月6日から8日まで現地を訪れ復興住宅前で

の演奏や市長さんを訪問し懇談などしてきました。 

「自然と共に生きる」「市民がつくった電気でお祭

り」をテーマに行われるこのイベントは新しいつなが

りを広げてくれています。当日お会いできるのを楽し

みに！！     

 

 
（おひさまフェス実行委員会 副委員長） 

 

9/24「おひさまフェス×星空上映会 in かわさき」の 

ボランティアスタッフ 大募集～☆ 

当日はテント・机の設営、車の誘導、プログラム配布な

どをお願いしたいです。もちろん実行委員も大歓迎！ 

イベント企画チーム 木下 和枝 
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【編集後記】 

 浄土から戻ってくる先祖や亡くなった方を供養す

る「お盆」を大切にしてきた日本人。このように、ほ

ぼ日本全土に共通認識されている行事を綿々とつな

いでいることに感心する。昔ながらの共通認識を許

容できる日本の文化は素晴らしいなぁ、と思う。 

 8/12 に伊方原発が再稼働され、この国の向かう

先を憂えるお盆となってしまった。 （加藤伸子） 

  

■自己紹介コーナー■ No.23 

今月号の自己紹介は、ここぞ！という時にいつも力を発揮してくださる小久保善一さんです。 

 

私は、気象台でお馴染みの埼玉県比企郡「鳩山町」

という自然豊かな農村の生まれ、趣味はカメラで

す。仕事は川崎市役所職員として障害者支援をし

てきました。今はフリーの身ですが、神奈川県自治

体問題研究所に参加し、川崎支所の活動をしてい

ます。 

 神奈川県自治体問題研究所は、民主的な地方自

治の発展をめざし１９７０年に設立されました。

地方自治体に起きている様々な問題を学習し、暮

らしやすい自治体にするにはどうしたらよいかを

共に考える場です。住民、自治体職員、地方議員、研究者などが参加し、学習活動や調査研究、提言等を

行い、月刊誌「住民と自治」も発行しています。その他、各種講座、セミナー等、会員以外の方も自由に

参加できます。 

 １３年には、川崎支所を作ろうと準備会を作り、１４年５月にシンポジューム「自然再生エネルギーへ 

川崎市民の挑戦」を開催しました。この時のパネラーとして原発ゼロ市民共同かわさき発電所の川岸卓哉

弁護士さんを依頼したことがきっかけで、かわさき発電所とのお付き合いが始まったという訳です。 

 シンポジュームを通して「原発は全てを破壊し人間社会には相入れないものであること、自然再生エネ

ルギーこそ、人類が求めるエネルギーであること」を確信しました。 

 そして川崎で、今その取り組みが川岸弁護士さん達の手により、始まっていることを知り、希望と勇気

を与えてくれました。 

私は発電所の会員であるが、時々の参加しかできず申し訳なく思いますが、３年目を迎えた今、すでに

２号機まで完成し、３号機の検討を始めていると聞き、嬉しく思います。また、「川崎地域エネルギー市

民協議会の設立」「川崎再生可能エネルギー促進条例案の作成」など市や国に対する働きかけ、イベント

と幅広い活動を積極的に行ない、そのエネルギッシュな活動は「スゴイ！」の一言です。幅広い年齢層の

参加で厚みがあり、何より若者が多く参加された取組に夢があります。これからも宜しくお願いします。 

 

    でん太通信は毎月１５日に発行しています。   

■NPO 法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所■ 

ホームページ  

http://genpatuzero-hatuden.jimdo.com/ 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/genpatuzero.hatuden 

連絡先 TEL ０９０―７９４８―６１８９ （川岸） 

正会員 小久保 善一 


